


































１．指導目標   
  ○詩の創作を通して，詩に親しむことができるようにする。 
  ○発想を広げていくための言葉を選ぶ作業を通して，自分の表現を見つめ直すことができるようにする。 
 
 
* 兵庫教育大学            ** 広島大学大学院教育学研究科             
Keiko HAMAOKA, Masahumi IKEDA, Takaharu YAMAMOTO 
The study aim for increasing thinking abilities through teaching poetry writing ： 
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２．指導計画（全５時間） 

































































































  ・グループでのコメントをもとに推敲し，清書す 
  る。 
○創作について振り返る。 
 ・１枚目と２枚目の創作について違いがあった 
  か。 


































学年＼項目 ① ④ ⑤ ⑥ 
       
２年生 
 
M   3.190 
SD  2.513 
（n=63） 
M   0.947 
SD  2.833 
（n=75） 
M   1.773 
SD  2.037 
（n=75） 
M   1.797 
SD  2.118 
（n=74） 
    
３年生 
 
M   2.750 
SD  1.709 
（n=60） 
M   1.338 
SD  2.150 
（n=65） 
M   2.121 
SD  1.332 
（n=66） 
M   2.123 
SD  2.229 
（n=65） 
      
全体 
 
M   2.976 
SD  2.169 
（n=123） 
M   1.129 
SD  2.546 
（n=140） 
M   1.936 
SD  1.751 
（n=141） 
M   1.950 
SD  2.177 
（n=139） 
 
 なお，各設問の回答について２年と３年の平均の値をそれぞれ Welch の t 検定により検証したが，
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中井悠加，ワークショップ型詩創作指導による学びの形成―Arvon Foundation の取り組みの検討から ―， 
学校教育実践学研究，第 22 巻,pp.65-77，2016． 
中井悠加，小学校国語科における児童詩教育の課題と展望―歴史的変遷と教科書教材の検討から―， 
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